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昨
年
度
か
ら
宮
城
県
芸
術
祭
の
一

環
と
な
り
、
参
加
対
象
を
高
校
生
ま

で
拡
大
し
た
第
36
回
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
２
月
14
日
に
予
選
、
３

月
20
日
に
本
選
が
行
わ
れ
た
（
４
面

に
関
連
記
事
）。
本
選
の
結
果
を
受

け
て
、
９
月
17
日
に
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
仙
台
で
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
ｏ
Ｌ 

・
１
が
開
催
さ
れ
る
。

　

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
に
対
す
る
応
募
者
へ
の
魅

力
を
高
め
、
受
賞
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
・

フ
ォ
ロ
ー
事
業
と
し
て
行
う
。
音
楽

家
の
登
竜
門
と
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
の

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
新
た
に
芸
術
祭
事
業
に
組
み

込
ま
れ
た
。

　

今
回
の
出
演
者
は
、
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
の
中
か
ら
審
査
員
の

推
薦
を
受
け
た
初
級
Ａ
の
髙
橋
都
羽
・

橋
本
果
怜
、
初
級
Ｂ
の
長
谷
川
柚
紀
、

中
級
Ａ
の
安
達
野
々
花
・
永
倉
梨
帆
、

中
級
Ｂ
の
橋
本
由
茉
、
上
級
Ａ
の
田

村
実
子
・
高
瀬
彩
音
・
前
川
直
央
、

上
級
Ｂ
の
池
田
和
音
の
10
人
な
ど
。

５
月
10
日
ま
で
に
演
奏
曲
目
な
ど
が

事
務
局
に
報
告
さ
れ
る
。

　

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら

の
出
演
者
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
過

去
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者

で
、
現
在
音
楽
界
で
活
躍
し
て
い
る

演
奏
家
に
よ
る
記
念
演
奏
も
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

当
協
会
の
平
成
28
年
度
定
時
総
会
は
、
６
月
４
日
午
後
２
時
10
分

か
ら
、
仙
台
市
青
葉
区
五
橋
の
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
る
。

　

総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
、
役
員
の
改
選

が
主
な
議
題
。
28
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
は
、
理
事
会
の
議

決
案
件
の
た
め
報
告
事
項
と
な
る
。

　

宮
城
県
芸
術
協
会
の
28
年
度
の
活

動
骨
子
は
、
芸
術
文
化
の
新
た
な
価

値
の
創
造
と
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
の

魅
力
あ
る
協
会
の
構
築
を
志
向
。
会

員
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
県
民
を
魅

了
し
続
け
る
強
い
求
心
力
を
も
っ
た

団
体
を
目
指
し
、
各
事
業
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

主
要
事
業
で
あ
る
第
53
回
宮
城
県

芸
術
祭
は
、
当
協
会
を
中
心
と
す
る

関
係
７
団
体
の
共
催
に
よ
り
9
月
23

日
の
開
会
式
か
ら
11
月
24
日
の
表
彰

式
を
経
て
、
来
年
3
月
19
日
の
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
ま
で
の
期
間
、

各
部
が
諸
事
業
を
展
開
す
る
。　

　

芸
術
祭
以
外
で
は
、
芸
術
文
化
の

振
興
に
関
す
る
各
種
事
業
と
し
て
、

鑑
賞
機
会
提
供
事
業
・
伝
統
文
化
体

験
事
業
・
人
材
育
成
事
業
な
ど
が
展

開
さ
れ
、
国
内
お
よ
び
海
外
と
の
芸

術
文
化
の
交
流
や
会
員
の
資
質
向
上

に
資
す
る
事
業
も
例
年
ど
お
り
行
わ

れ
る
。

　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
公
益

目
的
事
業
の
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
ま
た

は
ゼ
ロ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
「
収
支
相
償
の
原
則
」
に
基
づ

き
、マ
イ
ナ
ス
四
十
一
万
八
千
円
余
、

公
益
目
的
事
業
に
関
わ
る
事
業
費
用

の
比
率
が
全
体
の
50
％
以
上
と
す
る

公
益
目
的
事
業
比
率
を
68
％
と
し
、

い
ず
れ
も
公
益
法
人
と
し
て
の
財
務

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

収
入
面
で
は
95
人
の
新
入
会
員

（
4
月
当
初
の
新
入
会
員
は
81
人
）

を
前
提
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
新

規
会
員
の
入
会
促
進
が
求
め
ら
れ

る
。
支
出
面
で
は
、
芸
術
祭
展
示
部

門
の
芸
術
祭
賞
、
公
募
部
門
の
芸
術

協
会
賞
の
賞
金
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
ら
れ
る
ほ
か
、
管
理
費
で
も
大
幅

な
経
費
節
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

本
協
会
の
平
成
二
十
八
年
度
定
時

総
会
で
、
恒
例
の
記
念
講
演
は
本
協

会
文
芸
部
運
営
委
員
（
俳
句
）
の
高

野
ム
ツ
オ
氏
が
務
め
る
。
演
題
は「
震

災
と
俳
句
」
の
予
定
。

　

高
野
氏
は
多
賀
城
市
在
住
で
、
俳

誌
「
小
熊
座
」
主
宰
。
二
〇
一
一
年

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
詠

ん
だ
第
５
句
集
「
萬
の
翅
」
を
、
翌

一
二
年
に
発
表
し
、
一
四
年
の
第
48

回
蛇
笏
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
年
に
は
第
65
回
読
売
文
学
賞
、

第
６
回
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
も
受
賞
。

「
ト
リ
プ
ル
受
賞
」
が
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。

定時総会は６月４日㈯
役員改選など審議

新
た
に
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
実
施

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
フ
ォ
ロ
ー

高
野
ム
ツ
オ
氏
が
記
念
講
演

平
成
28
年
度
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3
月
18
日
の
平
成
27
年
度
第
4
回

理
事
会
で
は
平
成
28
年
度
新
入
会
員

と
し
て
、
各
部
の
運
営
委
員
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
81
人
が
正
会
員
と
し
て

承
認
さ
れ
た
。
昨
年
当
初
の
新
入
会

員
は
75
人
で
、
６
人
の
増
加
と
な
っ

た
。
ま
た
、賛
助
会
員
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
入
会
申
し
込
み
の
あ
っ

た
9
団
体
・
4
個
人
の
入
会
が
承
認

さ
れ
た
。
賛
助
会
員
の
入
会
は
、
実

に
8
年
ぶ
り
と
な
る
。

　
昨
年
5
月
の
定
時
総
会
で
、
平
成
27

年
度
は
芸
協
の
総
力
を
挙
げ
て
正
会
員

及
び
賛
助
会
員
の
拡
大
に
取
り
組
む
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
こ
の
一
年
、
役
員
、
各
部
一
体
と

な
っ
て
課
題
の
実
現
に
当
た
っ
て
き
た

成
果
が
あ
ら
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

正
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
昨

年
7
月
３
日
の
第
1
回
部
長
会
議

で
、
過
去
10
年
間
の
部
門
ご
と
の
会

員
数
の
推
移
や
現
会
員
の
年
齢
構
成

な
ど
、
各
部
の
会
員
に
関
す
る
デ
ー

タ
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
各
部
で
会
員
数

減
少
へ
の
対
応
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
8
月
7
日
の
第
2
回
理
事

会
で
も
正
会
員
・
賛
助
会
員
の
拡
大

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
役
員
と
各
部

と
の
課
題
の
共
有
が
図
ら
れ
た
。

　

12
月
4
日
の
第
2
回
部
長
会
議
で

は
各
部
か
ら
第
1
回
会
議
の
課
題
に

つ
い
て
、
展
示
、
舞
台
、
伝
統
文
化
、

文
芸
の
各
部
門
で
事
情
が
異
な
る
な

か
、
さ
ま
ざ
ま
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
会
員
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
様
子

が
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
。

　

賛
助
会
員
は
、
昭
和
53
年
の

１
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少

し
、
現
在
は
21
人
。
平
成
21
年
以
降

は
入
会
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
た
。
10
月

に
芸
協
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
。
理
事
長
、
執
行
理
事
な
ど

が
積
極
的
に
企
業
や
店
舗
な
ど
を
訪

れ
て
賛
助
会
員
入
会
を
お
願
い
し
、

入
会
者
の
大
幅
増
に
結
び
つ
け
た
。

賛
助
会
員
に
９
団
体
４
個
人

正
会
員
入
会
も
81
人
に
増
加

　

４
月
22
日
の
平
成
28
年
度
第
１
回

理
事
会
で
、
印
章
管
理
規
程
が
改
正

さ
れ
、
当
協
会
の
印
章
と
し
て
「
銀

行
印
」
が
追
加
さ
れ
た
。

　

当
協
会
に
は
銀
行
や
郵
便
局
と
の

取
引
に
使
わ
れ
る
銀
行
印
が
な
く
、

法
務
局
に
届
け
出
の
「
法
人
印
」
で

代
用
し
て
い
た
。
今
回
印
章
管
理
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
規
程
を
改
正

し
、
銀
行
印
を
新
調
し
た
。

印
章
管
理
規
程
を
改
正

河
北
文
化
賞
受
賞
の
土
屋
瑞
穂
参
事
、
名
誉
会
員
に

　

平
成
28
年
度
第
1
回
理
事
会
で
名

誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
1
月
に
河
北
文
化
賞
を
受
賞
し

た
彫
刻
部
の
土
屋
瑞
穂
参
事
が
名
誉

会
員
に
推
薦
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
理
事
長
が
打
診
、本
人
の
承
諾
で
、

名
誉
会
員
就
任
が
決
ま
っ
た
。

　

法
人
運
営
規
程
第
7
条
で
は
、
第

1
項
で
「
理
事
長
は
、
こ
の
法
人
の

運
営
及
び
芸
術
文
化
の
振
興
に
顕
著

な
功
績
が
あ
り
、
理
事
会
か
ら
推
薦

さ
れ
た
会
員
を
名
誉
会
員
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
」、
第
2
項
で
「
理
事

長
は
、
参
事
の
職
に
あ
り
、
満
85
歳

に
達
し
、
理
事
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

会
員
を
名
誉
会
員
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
し
て
お
り
、
土
屋
氏
は
第

1
項
に
よ
り
名
誉
会
員
と
な
っ
た
。

な
お
、
今
回
は
第
2
項
の
該
当
者
は

い
な
か
っ
た
。

　

4
月
1
日
付
で
就
任
し
た
各
部
の

部
長
、
副
部
長
は
次
の
と
お
り
。
原

則
と
し
て
任
期
は
2
年
と
な
る
。

(

敬
称
略
。
◎
＝
部
長
〇
＝
副
部
長)

【
絵
画
部
】
◎
及
川
英
之
、
〇
庄
子

幸
一
、〇
森
眞
澄
【
彫
刻
部
】
◎
大

槻
俊
之
、
○
阿
部
弘
子
、
〇
小
関
俊

夫
【
工
芸
部
】
◎
近
藤
孝
則
、
〇
安

藤
令
子
【
書
道
部
】
◎
千
葉
蒼
玄
、

〇
太
田
蓮
紅
、
○
建
部
恭
子
【
華
道

部
】
◎
丹
野
霞
園
、
〇
及
川
光
富
、

〇
三
浦
景
舟
【
洋
楽
部
】
◎
熊
井
雅

美
、
○
八
島
秀
、
〇
渡
邉
直
道
【
邦

楽
部
】
◎
杵
屋
和
加
喜
久
、
〇
大
友

憧
山【
演
劇
部
】◎
大
日
琳
太
郎【
文

芸
部
】
◎
あ
き
た
・
じ
ゅ
ん
、
○
佐

部
長
・
副
部
長
の
就
任

藤
淑
子【
舞
踊
部
】◎
高
橋
厚
子【
茶

道
部
】
◎
鎌
田
宗
節
、
〇
菅
原
宗
玉

【
写
真
部
】
◎
落
合
英
俊
、
〇
加
藤

友
一
、
○
関
敏
彦
、
○
山
本
か
つ
い

◇
新
運
営
委
員
（
敬
称
略
）

【
絵
画
部
】
新
藤
圭
一
、三
浦
孝
、

大
嶋
貴
明
、
菅
野
正
弘
、
菅
原
典
子
、

其
田
章
、
畠
山
信
行
、
堀
井
明
美
、

本
田
崇
【
書
道
部
】
村
山
柳
雅
【
華

道
部
】
太
田
光
陽
、
星
理
有
【
洋
楽

部
】
熊
井
雅
美
、
渡
邉
直
道
【
邦
楽

部
】
大
友
憧
山
【
文
芸
部
】
渡
辺
仁

子
、
上
林
節
江
、
渡
辺
誠
一
郎
【
茶

道
部
】
相
澤
仙
静
、
佐
藤
宗
安
【
写

真
部
】
吾
妻
克
美
、
梅
津
聡
、
中
村

輝
一

　

韓
国
芸
術
団
体
総
連
合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会
（
大

邱
芸
総
）
と
の
交
流
事
業
は
、「
仙
台
・
大
邱
交
流
絵
画
・

書
道
展
」
と
し
て
、
7
月
21
日
か
ら
26
日
ま
で
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
、
両
団
体
の
芸
術
家

に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
事
業
は
芸
協
と
大
邱
芸
総
が
芸
術
交
流
に
よ
り

相
互
の
芸
術
活
動
の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
県
民
に

海
外
の
優
れ
た
作
品
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
7
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

2
年
ご
と
に
締
結
す
る
協
定
書
に
も
と
づ
き
、
展
示

芸
術
と
公
演
芸
術
の
交
流
を
仙
台
市
と
大
邱
広
域
市
で

交
互
に
実
施
。
昨
年
は
10
月
に
大
場
尚
文
理
事
長
を
団

長
に
出
品
者
な
ど
12
人
が
訪
韓
し
、
大
邱
文
化
芸
術
会

館
で
絵
画
・
写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

大
邱
か
ら
の
訪
問
団
は
7
月
20
日
に
来
仙
す
る
。

今年は仙台で絵画・写真展

大邱との国際交流
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新
賛
助
会
員

（
団
体
）

◇
株
式
会
社
青
葉
画
荘	

代
表
取
締
役　

伊
藤　

奨　

様

◇
医
療
法
人
社
団　

初
心
会

理
事
長　

鹿
野　

英
生　

様

◇
株
式
会
社
飛
梅	

代
表
取
締
役　

松
野　

勝
生　

様

◇
株
式
会
社
日
産
サ
テ
ィ
オ
宮
城

代
表
取
締
役　

近
江　

克
視　

様

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
専

代
表
取
締
役　

菊
地　

宏　

様

◇
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
仙
台
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

野
萱　

和
夫　

様

◇
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
宮
城
株
式
会
社	

代
表
取
締
役　

後
藤　

誠　

様

◇
宮
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

後
藤　

誠　

様

◇
宮
城
日
産
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

渡
邉　

芳
博　

様

（
個
人
）

◇
愛
知　

絢
子　

様

◇
辻　

直　

様
（
東
龍
門
）

◇
西
井　

陽
子　

様

◇
畑
山　

み
さ
子　

様

平 成 28 年 度 新 入 会 員 （正 会 員） 名 簿
部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所 部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所
【絵画部】 大　和　愛　香（愛季） 大崎市
〈日本画〉 數　本　冴英佳 仙台市泉区 渡　辺　青　瑛（万紀子） 仙台市宮城野区
〈日本画〉 櫻　井　伸　子 仙台市若林区 【華道部】
〈日本画〉 柴　田　慶　夫 仙台市泉区 〈草月〉 佐　藤　霞　虹（広美） 仙台市泉区
〈日本画〉 水　谷　蔦　子 仙台市泉区 〈草月〉 三　浦　霞　音（みゆき） 仙台市太白区
〈洋画〉 青　山　義　男 仙台市太白区 〈草月〉 横　山　華　苑（ひろみ） 東京都江東区
〈洋画〉 阿　部　　　孝 仙台市太白区 〈草月〉 吉　田　陽　霞（陽子） 仙台市太白区
〈洋画〉 海老塚　せつ子 仙台市若林区 【洋楽部】
〈洋画〉 大　嶋　貴　明 仙台市若林区 植　木　由利子 仙台市青葉区
〈洋画〉 鎌　田　宮　子 仙台市青葉区 小田島　航　太 仙台市泉区
〈洋画〉 菅　野　正　弘 東京都練馬区 加　藤　新　平 仙台市青葉区
〈洋画〉 菊　地　清　人 仙台市太白区 鎌　倉　亜紀子 大崎市
〈洋画〉 来　次　義　治 亘理郡亘理町 鈴　木　麻由子 仙台市宮城野区
〈洋画〉 後　藤　美　佳 栗原市 高　柳　ユミ（八重樫裕子） 遠田郡美里町
〈洋画〉 齋　藤　　　繁（助夫） 仙台市泉区 【文芸部】
〈洋画〉 齋　藤　弘　子 仙台市泉区 〈短歌〉 小　坂　紀　子 仙台市宮城野区
〈洋画〉 櫻　木　廉　子 仙台市青葉区 〈短歌〉 佐　藤　宗　雄 気仙沼市
〈洋画〉 佐　藤　　　勇 栗原市 〈俳句〉 大　倉　由美子 仙台市青葉区
〈洋画〉 白　崎　康　夫 仙台市泉区 〈俳句〉 岡　本　幸　治 仙台市泉区
〈洋画〉 高　橋　恵　子 栗原市 〈俳句〉 小　松　温　美 多賀城市
〈洋画〉 畠　山　信　行 仙台市太白区 〈俳句〉 佐　野　享　保（順） 大崎市
〈洋画〉 原　田　喜市郎 仙台市太白区 〈俳句〉 関　　　三穂子 仙台市太白区
〈洋画〉 松　波　ゆかり（澤ゆかり） 仙台市太白区 〈川柳〉 阿　部　日向子（陽子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 松　本　サチ子 仙台市若林区 〈川柳〉 小　野　正　光 仙台市青葉区
〈洋画〉 山　並　　　進 角田市 〈散文〉 沢　村　柳　子 仙台市太白区
〈洋画〉 渡　部　順　一 仙台市青葉区 【茶道部】
【彫刻部】 〈表千家〉 安　藤　宗　風（直子） 仙台市青葉区

小　泉　百合子 多賀城市 〈表千家〉 桜　井　宗　美（涼子） 塩釜市
中　平　有　紀 仙台市太白区 〈表千家〉 眞　山　宗　洞（良樹） 名取市

【工芸部】 〈裏千家〉 関　谷　宗　啓（啓子） 柴田郡大河原町
〈陶芸〉 木　村　八百子 角田市 〈裏千家〉 細　田　宗　倫（倫子） 刈田郡蔵王町
〈陶芸〉 村　上　朋　子 仙台市青葉区 〈江戸千家〉 小　林　宗　恵（恵美） 仙台市太白区
〈染織〉 熊　谷　友美恵 大崎市 〈江戸千家〉 星　川　宗　陵（陵子） 仙台市宮城野区
〈染織〉 古　山　文　子 塩釜市 〈玉川遠州流〉 今　野　宗　古（義樹） 仙台市太白区
〈金工〉 菅　原　恵美子 仙台市宮城野区 〈玉川遠州流〉 西　城　晋　江（美江） 仙台市青葉区
【書道部】 【写真部】

萱　場　鳳　僊（琢也） 仙台市宮城野区 井　出　次　女 仙台市宮城野区
佐　藤　友　恵 仙台市泉区 金　谷　竜　真 仙台市太白区
庄　子　喜　隆 仙台市宮城野区 鹿　野　和　司 仙台市太白区
菅　原　清　種 登米市 工　藤　る　み 仙台市太白区
鈴　木　蒼　煌（建治） 仙台市太白区 齋　藤　洋　春 柴田郡柴田町
鈴　木　美　賀 仙台市青葉区 佐　藤　　　崇 仙台市泉区
建　部　紘　子 多賀城市 庄　司　多賀雄 岩沼市
舩　山　常　松（直志） 仙台市青葉区 白　旗　成　典 大崎市
松　永　杏　苑（京子） 大崎市 八　巻　純　子 仙台市青葉区

私
た
ち
は
芸
術
協
会
を

応
援
し
ま
す
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仙
台
の
初
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
、
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
茶
会
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き

た
杜
の
都
大
茶
会
が
、
今
年
は
5
月
28
日
（
土
）
と
29

日
（
日
）
に
仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台
公
園
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
。
当
協
会
と
河
北
新
報
社
の
主
催
で
平
成

8
年
か
ら
続
け
ら
れ
、
今
年
20
回
目
を
迎
え
る
。
流
派

ご
と
の
日
程
は
次
の
と
お
り
（
雨
天
催
行
）。

◇
5
月
28
日
（
土
）
表
千
家
、
大
日
本
茶
道
学
会
、
江

戸
千
家
、
玉
川
遠
州
流
、
煎
茶
文
雅
静
庵
流
、
煎
茶
道

清
泉
幽
茗
流

◇
5
月
29
日
（
日
）
裏
千
家
、
煎
茶
道
三
彩
流
、
石
州

清
水
流
、
織
田
流
煎
茶
道
、
宗
　
流
、
武
者
小
路
千
家
、

遠
州
流
茶
道

茶
席
料
は
、
前
売
券
が
２
席
分
１
２
０
０
円
、
当
日
券

は
１
席
７
０
０
円
、
２
席
分
１
４
０
０
円

５月 28 日 ( 土 )・29 日 ( 日 )

20回目を記念し盛大に
杜の都大茶会

　

今
年
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
は
、
ス
ケ
ッ
チ
に

最
適
な
気
候
の
6
月
中
旬
、
秋
田
県
小
坂
町
と
青
森
県

十
和
田
市
を
訪
ね
て
実
施
さ
れ
る
。
初
日
は
ル
ネ
サ
ン

ス
様
式
の
残
る
小
坂
鉱
山
事
務
所
や
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
康
楽
館
（
芝
居
小
屋
）、
二
日
目
は

新
緑
の
奥
入
瀬
渓
流
で
ス
ケ
ッ
チ
を
堪
能
す
る
企
画
。

研
鑽
と
親
睦
を
深
め
る
研
修
会
で
、
絵
画
部
以
外
の
参

加
も
受
け
付
け
る
。
参
加
希
望
者
は
芸
協
事
務
局
ま
で
。

【
期
日
】
平
成
28
年
6
月
11
日
（
土
）
～
12
日
（
日
）

【
日
程
】
6
月
11
日
（
土
）
8
時
30
分
仙
台
駅
東
口
バ

ス
プ
ー
ル
集
合
。
12
日
（
日
）
18
時
30
分
仙
台
駅
東
口

バ
ス
プ
ー
ル
解
散

【
宿
泊
地
】
十
和
田
市
「
ホ
テ
ル
十
和
田
荘
」

【
参
加
費
】
２
６
，
０
０
０
円

【
募
集
人
数
】
40
人

【
締
め
切
り
】
5
月
20
日
（
金
）
定
員
に
な
り
次
第
終
了

絵画部スケッチ研修会

新緑の奥入瀬と小坂鉱山へ
６月 11 日 ( 土 )・12 日 ( 日 )

新緑の奥入瀬渓流

村
井
知
事
も
来
席
し
た
昨
年
の
茶
会

　

今
年
度
の
芸
術
祭
文
学
散
歩
は
、

9
月
27
日
（
火
）・
28
日
（
水
）
の
両

日
、
群
馬
県
高
崎
方
面
ま
で
足
を
延

ば
し
て
実
施
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
7
月
に
発
行
さ
れ
る
次
号

に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
平
成

26
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富

岡
製
糸
場
、
歌
人
土
屋
文
明
の
業
績

と
生
涯
を
展
示
す
る
群
馬
県
立
土
屋

文
明
記
念
文
学
館
、
近
代
詩
史
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
萩
原
朔
太
郎
の

芸
術
祭
文
学
散
歩

今
年
は
群
馬
県
高
崎
方
面

　

東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
の
機
関
誌
「
北
斗
40
号
」
が
2

月
29
日
付
け
で
発
行
さ
れ
た
。

　

編
集
・
発
行
は
昨
年
に
引
き
続
き

山
形
芸
術
文
化
協
会
の
担
当
。
本
年

の
特
集
テ
ー
マ
は
「
各
県
・
道
の
演

劇
の
現
状
と
課
題
」。
当
協
会
か
ら
の

寄
稿
文
は
演
劇
部
の
大
日
琳
太
郎
部

長
が
執
筆
し
た

芸
文
協
、
北
斗
40
号
を
発
行

平
成
の
芸
術
祭
賞
作
品
を
展
示

カ
メ
イ
美
術
館
と
の
共
催
絵
画
展

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
共
催
の

絵
画
展
「
選
ば
れ
し
作
品
の
軌
跡
―

平
成
の
芸
術
祭
賞
13
年
―
」
が
青
葉

区
の
カ
メ
イ
美
術
館
で
2
月
2
日
か

ら
3
月
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
か
ら
続
く
こ
の
作
品
展
で

は
平
成
14
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

21
点
の
芸
術
祭
賞
作
品
を
展
示
。
会

期
中
の
2
月
13
日
（
土
）
に
は
出
品

者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
3

月
7
日
（
土
）
に
は
当
協
会
洋
楽
部

会
員
（
ピ
ア
ノ
・
門
脇
麻
美
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
叶
千
春
、
チ
ェ
ロ
・
明

珍
幸
希
）
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。

会
期
中
の
来
場
者
は
１
、９
０
７
人
に

上
っ
た
。

資
料
を
公
開
す
る
前
橋
文
学
館
な
ど

を
訪
ね
る
予
定
。

　

今
回
も
内
容
の
充
実
し
た
文
学
散

歩
で
、
多
く
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。出品者によるギャラリートーク
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「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
５
in
み
さ
と
」
が
2
月
28

日
（
日
）、
美
里
町
文
化
会
館
で
開

か
れ
た
（
写
真
）。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
吹
奏
楽
・
未
来

へ
の
響
き
」「
み
さ
と
音
楽
家
と
芸

術
協
会
会
員
と
の
饗
宴
」「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
合
唱
の
魅
力
」
の
三
部
構

成
。

　

第
一
部
は
、
美
里
町
の
小
・
中
学

生
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
と
吹
奏
楽
の
演
奏
が
、
観

客
を
魅
了
。
第
二
部
で
は
、
地
元
の

音
楽
家
と
芸
協
会
員
の
饗
宴
に
よ
る

フ
ル
ー
ト
独
奏
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、

ピ
ア
ノ
６
手
連
弾
が
披
露
さ
れ
た
。

　

第
三
部
は
、
芸
協
会
員
を
中
心
と

す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
と
、
小
牛
田
混
声
合
唱

団
、
南
郷
コ
ー
ラ
ス
愛
好
会
に
町
民

有
志
が
参
加
し
た
60
人
以
上
の
合
唱

団
に
よ
る
合
唱
。
聴
衆
も
加
わ
っ
た

みやぎミュージックフェスタ2015
地元音楽団体と交流深める

「
花
は
咲
く
」「
大
地
讃
頌
」
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。

芸
術
協
会
賞
に
田
村
実
子
さ
ん

受
賞
者
10
人
、
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
へ

　

芸
術
祭
事
業
の
一
環
と
な
っ
た
第

36
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
2
月

14
日（
日
）に
予
選
、3
月
20
日（
日
）

に
本
選
が
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

仙
台
で
行
わ
れ
た
。今
回
か
ら
初
級
、

中
級
、
上
級
が
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
の

ク
ラ
ス
に
細
分
さ
れ
、
参
加
対
象
も

高
校
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
予
選
１
１
９
人
、
本
選
56
人
と
、

近
年
に
な
い
多
く
の
参
加
人
数
と

な
っ
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【
初
級
Ａ
】
優
秀
賞
・
髙
橋
都
羽　

橋
本
果
怜
、
奨
励
賞
・
三
田
村
響
樹

【
初
級
Ｂ
】
最
優
秀
賞
＝
仙
台
市
長

賞
・
長
谷
川
柚
紀
、
優
秀
賞
・
阿
部

遥
菜　

太
田
妃
乃
、
奨
励
賞
・
中
山

綺
音
、
作
曲
者
賞
・
舘
山
日
葵

【
中
級
Ａ
】
最
優
秀
賞
＝
宮
城
県
知

事
賞
・
安
達
野
々
花
、
優
秀
賞
＝
仙

台
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
永
倉

梨
帆
、
優
秀
賞
・
長
沼
楓
、
奨
励
賞
・

真
鍋
望
咲　

小
野
寺
優
花

【
中
級
Ｂ
】
最
優
秀
賞
・
橋
本
由
茉
、

優
秀
賞
・
清
藤
理
乃
、
奨
励
賞
・
斉

藤
裕
大
、
作
曲
者
賞
・
滝
浦
和
果

【
上
級
Ａ
】
最
優
秀
賞
＝
宮
城
県
芸

術
協
会
賞
・
田
村
実
子
、
優
秀
賞
＝

宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
高

瀬
彩
音
、
優
秀
賞
＝
宮
城
県
文
化
振

興
財
団
賞
・
前
川
直
央
、
奨
励
賞
・

堀
切
萌
生　

伊
澤
千
華
、作
曲
者
賞
・

田
村
実
子　

堀
切
萌
生

【
上
級
Ｂ
】
最
優
秀
賞
＝
河
北
新
報

社
賞
・
池
田
和
音
、
優
秀
賞
・
佐
藤

優
吾
、
奨
励
賞
・
庄
子
三
未

　

受
賞
者
の
う
ち
審
査
員
か
ら
推
薦

さ
れ
た
10
人
（
一
面
に
掲
載
）
は
、

副
賞
と
し
て
9
月
17
日
（
土
）
の
ガ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
場
で
き
る
。

芸術協会賞を授与する大場理事長

　

俳
句
結
社

「
滝
」
主
宰

の
菅
原
鬨
也

さ
ん
が
2
月

4
日
に
病
で

亡
く
な
ら
れ
た
。
葬
儀
に
は
た
く
さ

ん
の
俳
句
仲
間
が
集
ま
り
、
鬨
也
さ

ん
の
急
な
死
を
悼
ん
だ
。

　

鬨
也
さ
ん
は
昭
和
15
年
に
仙
台
で

生
ま
れ
る
。
俳
人
で
あ
る
父
・
須
ヶ

原
樗
子
さ
ん
の
影
響
で
俳
句
に
手
を

染
め
、昭
和
49
年
に
「
鷹
」
に
入
会
、

藤
田
湘
子
の
作
風
に
、
強
い
刺
激
を

受
け
た
。
56
年
に
宮
城
県
芸
術
選
奨

新
人
賞
、
58
年
に
は
角
川
俳
句
賞
に

輝
き
、
県
内
若
手
俳
人
の
第
一
人
者

と
な
っ
た
。
平
成
3
年
に
は
岡
井
省

二
の
「
槐
」
に
入
会
、
省
二
の
宗
教

思
想
に
触
発
さ
れ
た
。
4
年
に「
滝
」

を
創
刊
し
、
主
宰
と
な
る
。「
滝
」

誌
は
28
年
1
月
号
で
通
刊
２
８
９
号

に
な
っ
た
。

　

句
集
に
『
祭
前
』『
遠
泳
』『
飛
沫
』

『
琥
珀
』『
曲
炎
』、
著
書
に
は
『
宮

沢
賢
治
―
そ
の
人
と
俳
句
』『
十
七

音
の
世
界
―
「
滝
」
の
俳
句
を
読

む
』『
鯨
の
こ
ゑ
―
「
滝
」
虚
実
潺
々

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』『
鯨
の
耳
―
「
滝
」

の
俳
句
を
中
心
に
』。

　

ま
た
、
宮
城
県
俳
句
協
会
顧
問
、

日
本
伝
統
俳
句
協
会
理
事
、
宮
城
県

現
代
俳
句
協
会
副
会
長
を
つ
と
め
、

宮
城
県
芸
術
協
会
で
は
、
な
が
ら
く

『
宮
城
県
文
芸
年
鑑
』
の
編
集
に
携

わ
り
、
理
事
を
8
年
間
つ
と
め
た
の

ち
参
事
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
宮
城

県
俳
句
大
会
、
松
島
芭
蕉
祭
全
国
俳

句
大
会
、
壷
の
碑
全
国
俳
句
大
会
、

奥
州
涌
谷
金
俳
句
全
国
大
会
な
ど
、

県
内
の
主
要
な
俳
句
大
会
の
選
者
を

さ
れ
、
宮
城
県
芸
術
祭
文
芸
賞
や
宮

城
県
俳
句
賞
の
選
者
を
つ
と
め
ら
れ

る
な
ど
、
宮
城
県
の
俳
句
界
を
担
う

俳
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

　

大
学
を
出
た
の
ち
は
河
北
新
報
社

に
勤
務
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
、
し

た
が
っ
て
、
天
才
肌
の
創
作
力
に
加

え
て
、
企
画
推
進
の
実
行
力
も
豊
か

で
、
県
内
の
諸
事
情
に
も
通
じ
て
お

り
、
何
か
に
つ
け
頼
り
甲
斐
の
あ
る

男
で
あ
っ
た
。

　

折
々
に
電
話
を
か
け
て
よ
こ
す
の

で
、
個
人
的
に
立
ち
入
っ
た
打
ち
明

け
話
を
よ
く
し
た
も
の
だ
が
、
私
の

著
書
へ
の
好
意
あ
る
読
後
感
の
書
か

れ
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
届
い
た
の
が
、

最
後
の
通
信
と
な
っ
た
。

　

ご
冥
福
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

菅
原
鬨
也
参
事
を
悼
む

参
　
事
　
柏
原
　
眠
雨

第 36 回
ピアノコンクール
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平 成 28 年 度 事 業 計 画
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】
　本協会を中心とし、宮城県、仙台市、河北新報社、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、公益財団法人宮城県文化振
興財団の七団体共催により、本年で第53回目となる宮城県芸術祭を開催する。期間は9月23日（金）の開会式（会場：せ
んだいメディアテーク）から11月24日（木）の表彰式（会場：ホテルメトロポリタン仙台）を経て、第37回目の開催とな
るピアノコンクール本選3月19日（日）までの期間となる。各事業の詳細は次のとおり。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

展 示 関 係 事 業

華 道 展 ９月23日（金）～９月28日（水） せんだいメディアテーク5F
写 真 展 ９月23日（金）～９月28日（水） せんだいメディアテーク5F
彫 刻 展 ９月23日（金）～９月28日（水） せんだいメディアテーク6F
絵 画 展 ９月30日（金）～ 10月５日（水） せんだいメディアテーク5F・6F
書 道 展 10月７日（金）～ 10月12日（水） せんだいメディアテーク5F・6F
工 芸 展 10月７日（金）～ 10月12日（水） せんだいメディアテーク5F

演 奏 関 係 事 業
音 楽 会 10月８日（土） 日立システムズホール仙台
長 唄 演 奏 会 10月16日（日） 仙台市民会館

文 芸 関 係 事 業
文 学 散 歩 ９月27日（火）～９月28日（水） 群馬県高崎方面
「 宮 城 県 文 芸 年 鑑 」 発 行 10月15日（土） 800部発行
文 芸 祭 10月22日（土） 東京エレクトロンホール宮城

茶 会 茶 会 10月９日（日）・16日（日）・23日（日） 輪王寺
巡 回 展 事 業 絵 画・ 書 道 展 富 谷 展 10月25日（火）～ 10月30日（日） 成田公民館

人 材 育 成 事 業

写 真 公 募 展 ９月23日（金）～９月28日（水） せんだいメディアテーク5F
絵 画 展（ 公 募 の 部 ） ９月23日（金）～９月28日（水） せんだいメディアテーク6F
彫 刻 公 募 展 ９月23日（金）～９月28日（水） せんだいメディアテーク6F
ピアノコンクールガラコンサート ９月17日（土） 日立システムズホール仙台

第37回 ピ ア ノ コ ン ク ー ル
予選：２月11日（土）

日立システムズホール仙台
本選：３月19日（日）

写 真 セ ミ ナ ー 未定 未定
※展示関係事業：各展会期中にはギャラリートークや作品解説、作品制作の実演など企画し、実施する。
※�人材育成事業：新規事業としてピアノコンクールの受賞者を出演者とする「ピアノコンクールガラコンサート」を実施

する。

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業2】
　 多くの県民に本協会の会員による芸術作品や音楽会などを鑑賞する機会の提供及び、芸術文化に関する人材の育成と
各分野の幅広い裾野拡大と普及啓発を図ることを目的とし、各事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

鑑賞機会提供事業

第53回 宮 城 県 芸 術 祭
絵 画 展 受 賞 者 作 品 展 １月中旬 東京エレクトロンホール宮城

（ カ メ イ 美 術 館 共 催 ）
第 ８ 回 絵 画 作 品 展 １月下旬～３月上旬 カメイ美術館

み や ぎ ミ ュ ー ジ ッ ク
フ ェ ス タ i n た い わ ２月19日（日） 大和町まほろばホール

伝統文化体験事業 第20回 杜 の 都 大 茶 会 ５月28日（土）・29日（日） 勾当台公園

人 材 育 成 事 業

県 民 と の 美 術 交 流・
ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 10月９日（日） せんだいメディアテーク

書 道 部 に よ る 県 内 小 中
学 校 へ の 講 師 派 遣 事 業 通年 県内小中学校

後 援 事 業 「河北美術展」・「河北書道展」・「河北工芸展」等に賞状及び賞金を提供するなど、本協会に申請のあった作品展
や演奏会に対し、後援名義の承認、必要に応じた賞状や賞品等を提供する。（平成27年度承認実績：81件）

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業3】
　国内外の芸術総合文化団体との相互交流とを図ることを目的とし、交流協議及び事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場
東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業 文化講演「日本舞踊との出会い」 ６月10日（金） ラ・プラス青い森

仙 台・ 大 邱 国 際
芸 術 交 流 事 業

（ 日・ 韓 国 際 交 流 ）
仙 台・ 大 邱 交 流 絵 画・ 写 真 展 ７月22日（金）～７月26日（火） せんだいメディアテーク

※東北・北海道芸術文化団体協議会交流事業：本年度から担当幹事地区は青森県。
※仙台・大邱国際芸術交流事業：本年度は大邱から訪問団を受け入れ事業を実施する。
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（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
　本協会会員や多くの県民に参加の機会を提供する各研修事業と、本法人の活動状況等を発信及び会員同士の情報交換
を図るための発行物を刊行する事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場　　等

会 員 研 修

講演会（講師：高野ムツオ 氏） ６月４日（土） 仙台市福祉プラザ
絵 画 部 ス ケ ッ チ 研 修 会 ６月11日（土）・12日（日） 秋田県小坂町・青森県奥入瀬方面
書 道 部 研 修 会 10月９日（日） せんだいメディアテーク
第 4 3 回 研 修 旅 行 未定 未定

発 行
機 関 紙「 は な や ま 」 発 行 年４回発行（4・7・11・1月）
「 会 員 名 簿 」 発 行 ７月頃

平成28年度正味財産増減予算書
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公１ 公２ 公３ 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 2,000 2,000 0 0 2,000

受取入会金 0 0 0 950,000 950,000 0 950,000 1,900,000

受取会費 0 0 0 11,685,000 11,685,000 2,788,891 7,996,109 22,470,000

事業収益 7,422,000 87,000 1,100,000 0 8,609,000 5,980,000 0 14,589,000

受取補助金等 200,000 0 200,000 0 400,000 0 0 400,000

受取負担金 13,202,000 0 0 0 13,202,000 0 0 13,202,000

受取寄付金 115,000 0 0 0 115,000 0 0 115,000

雑収益 240,000 0 0 0 240,000 0 20,000 260,000

経常収益計 21,179,000 87,000 1,300,000 12,637,000 35,203,000 8,768,891 8,966,109 52,938,000

（２）経常費用

事業費 28,979,247 2,396,462 4,245,400 0 35,621,109 8,768,891 0 44,390,000

管理費 0 0 0 0 0 0 8,335,000 8,335,000

経常費用計 28,979,247 2,396,462 4,245,400 0 35,621,109 8,768,891 8,335,000 52,725,000

当期経常増減額 △7,800,247 △2,309,462 △2,945,400 12,637,000 △418,109 0 631,109 213,000

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 7,800,247 2,309,462 2,945,400 △12,424,000 631,109 0 △631,109 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0 213,000 213,000 0 0 213,000

一般正味財産期首残高 0 0 0 44,364,700 44,364,700 0 0 44,364,700

一般正味財産期末残高 0 0 0 44,577,700 44,577,700 0 0 44,577,700

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

一般指定財産への振替額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 190,000 0 0 0 190,000 0 0 190,000

指定正味財産期末残高 160,000 0 0 0 160,000 0 0 160,000

Ⅲ　正味財産期末残高 160,000 0 0 44,577,700 44,737,700 0 0 44,737,700
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間
も
な
く
、
青
葉
の
候
を
迎
え
る
。

仙
台
も
一
年
中
で
一
番
い
い
季
節
だ

が
、
そ
れ
に
逆
ら
う
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
が
多
過
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

殺
人
、
い
じ
め
、
虐
待
―
。
国
会
も

セ
ン
セ
イ
方
の
不
倫
や
相
次
ぐ
舌
禍

で
騒
々
し
い
▼
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
ト
ッ
プ
選
手
の
違
法

カ
ジ
ノ
店
で
の
賭
博
、
プ
ロ
野
球
巨

人
の
４
選
手
の
野
球
賭
博
、
元
一
流

ス
ラ
ッ
ガ
ー
の
覚
醒
剤
使
用
と
、
い

や
な
事
件
が
次
々
摘
発
さ
れ
た
▼
こ

ん
な
と
き
こ
そ
芸
術
・
文
化
の
出
番

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
震
災
か
ら

３
ヶ
月
後
、
仙
台
で
全
日
本
川
柳
大

会
が
開
か
れ
た
折
の
雫
石
隆
子
大
会

実
行
委
員
長
（
県
芸
術
協
会
執
行
理

事
）
の
あ
い
さ
つ
は
、
今
も
語
り
草

に
な
っ
て
い
る
。「
私
た
ち
は
言
葉
の

力
を
信
じ
る
。
川
柳
の
言
霊
の
力
は
、

必
ず
復
興
の
力
に
な
る
と
信
じ
る
」

▼
九
州
の
熊
本
な
ど
が
大
地
震
で
大

被
害
を
受
け
て
い
る
。
４
月
14
日
夜

の
震
度
７
の
「
前
震
」
に
続
く
16
日

未
明
の
「
本
震
」
も
震
度
７
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
7.3
。
以
後
も
ひ
っ

き
り
な
し
に
強
い
揺
れ
が
続
い
て
い

る
。
長
期
戦
を
強
い
ら
れ
る
だ
ろ
う

が
、
私
た
ち
も
力
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

と
思
う
。�

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

１
・
15　

部
長
会
議

○
平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

○�

各
部
か
ら
の
理
事
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

２
・５　

芸
術
祭
展
示
部
門
代
表
者
会
議

○�

第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
主
な
日
程

に
つ
い
て

○�

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
会
場
の

割
り
振
り
に
つ
い
て

○�

第
53
回
芸
術
祭
の
計
画
と
協
会
へ
の

要
望
等
に
つ
い
て

○�

宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
新
人
賞

に
つ
い
て

○
巡
回
展
に
つ
い
て

３
・
18　

理
事
会

○�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

○�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
千
田
秀
子
絵
画
展

３
月
５
日
～
13
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
遊
佐
聖

心
・
佐
々
木
定
行
二
人
展　

陶
芸
と

書
印
の
世
界
～
花
・
華
～

３
月
11
日
～
20
日

栗
駒
み
ち
の
く
伝
創
館

☆�
オ
ペ
ラ
「
祈
り
の
名
場
面
」
＆
オ

ペ
ラ
「
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」

４
月
９
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆�

第
43
回
仙
台
女
流
美
術
協
会
徳
島
絆

グ
ル
ー
プ
展 

４
月
15
日
～
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
７
回
書
学
社
現
代
書
展

４
月
20
日
～
24
日

塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館

☆
村
上
世
一
作
陶
展

４
月
22
日
～
５
月
１
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
15
回
「
夢
・
楽
描
き
展
」

５
月
13
日
～
18
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
46
回
宮
城
書
芸
院
書
展

５
月
18
日
～
22
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆
第
62
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

５
月
20
日
～
25
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
並
木
路
・
け
や
き
・
合
同
展`2016

５
月
20
日
～
25
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
蓮
紅
社
書
展

５
月
20
日
～
23
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
２
回
二
科
東
北
支
部
連
合
展

５
月
27
日
～
６
月
１
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

仙
台
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会
第
18
回
コ

ン
サ
ー
ト

６
月
１
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
髙
野
芳
月
篆
刻
・
書
展

６
月
９
日
～
15
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
68
回
三
軌
展
東
北
展

６
月
10
日
～
15
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
23
回
二
科
会
写
真
部
宮
城
支
部
展

７
月
１
日
～
６
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
創
立
50
周
年
記

念「
第
51
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
展
」

７
月
８
日
～
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
51
回
蔵
王
写
生
会
展

７
月
８
日
～
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
５
回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア
in
み

や
ぎ

７
月
14
日
～
18
日

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
改
組
第
２
回
日
展

第
４
科
（
工
芸
美
術
）
▽
入
選
＝
〈
陶

芸
〉
浅
井
裕
子
、
水
無
瀬
守
、
小
川
和

子
〈
七
宝
〉
川
北
京
子
〈
染
織
〉
平
澤

富
子

受
　
贈

　
書

詩
集　

湾
Ⅲ2011

～14

（
千
田
基
嗣
）、

歌
集　

誰
彼
（
原
田
夏
子
）、
句
集　

存
在
乃
家
Ⅳ
（
岩
田
諒
）、
句
集　

息

吹
（
淺
沼
眞
規
子
）、
柳
絮
舞
う
（
茂

堂
久
）、
す
ず
か
け
第
五
十
集
（
松
本

ム
ネ
子
）

謹
　
　
弔

文
芸
部
（
俳
句
）�

松
岡
き
よ
殿

12
月
27
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

壱
岐
嗣
子
殿

１
月
25
日

写
真
部�

佐
々
木
郁
文
殿

１
月
25
日

書
道
部�

髙
橋
素
光
殿

１
月
26
日

文
芸
部
（
俳
句
）�

菅
原
鬨
也
殿

２
月
４
日

写
真
部�

庄
司
喜
雄
殿

２
月
５
日

書
道
部�

村
上
禎
山
殿

２
月
12
日

茶
道
部
（
表
千
家
）�

菅
野
宗
正
殿

２
月
29
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

武
藤
忠
雄
殿

３
月
12
日

写
真
部�

小
野
寺
亨
殿

３
月
31
日

書
道
部�

髙
橋
小
汀
殿

４
月
４
日

◇
会
費
納
入
の
お
願
い

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の

で
、
平
成
28
年
度
会
費
の
納

入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

自
動
振
替
の
会
員
は
、
今

年
は
５
月
２
日
が
引
き
落
と

し
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
指

定
口
座
を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　

郵
便
振
替
を
ご
利
用
の
会

員
は
、
同
封
の
振
替
用
紙
で

５
月
31
日
ま
で
に
納
入
願
い

ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
振
替
の
方
は

事
務
処
理
上
で
き
る
限
り
自

動
振
替
（
手
数
料
は
芸
協
負

担
）
へ
の
切
り
替
え
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

◇
会
員
名
簿
の
発
行
に
つ
い
て

　

隔
年
発
行
の
当
協
会
会
員

名
簿
は
、
６
月
30
日
付
で
「
平

成
28
年
版
」
を
発
行
い
た
し

ま
す
。
記
載
事
項
に
変
更
の

あ
る
会
員
及
び
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
住
所

や
電
話
番
号
掲
載
の
辞
退
を

ご
希
望
の
会
員
は
、
５
月
末

日
ま
で
に
事
務
局
に
連
絡
願

い
ま
す
。
辞
退
者
は
所
属
部

門
と
氏
名
の
み
の
掲
載
と
な

り
ま
す
（
前
回
辞
退
の
方
で

今
回
も
同
様
の
場
合
、
連
絡

は
不
要
で
す
）。

　

ま
た
、
名
簿
に
は
広
告
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望

が
あ
れ
ば
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
各
部
門
が
関
係

す
る
企
業
・
店
舗
等
の
紹
介

に
も
ご
協
力
願
い
ま
す
。
料

金
は
一
ペ
ー
ジ
で
３
万
５
千

円
、
２
分
の
１
ペ
ー
ジ
で

１
万
４
千
円
、
５
分
の
１
ペ
ー

ジ
で
７
千
円
で
す
。

事務局から


